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会 

長 

挨 

拶 
 

 
 

後
援
会
会
長 

村 

木 

雅 

直 
 

   
 

 

こ
の
度
、

長
年
会
長
を

努
め
て
下
さ

い
ま
し
た
戸

田
茂
様
よ
り

バ
ト
ン
を
受

け
、
今
年
度
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
村
木
雅
直
で
す
。
後
援
会
は
、

会
員
相
互
の
連
絡
親
睦
を
図
り
、
勉
学
に

留
ま
ら
ず
学
生
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

組
織
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
に
よ
り
、

学
生
生
活
に
お
い
て
も
、
事
業
の
中
止
や

活
動
の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
日
常
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
経
済
学
部
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
、
様
々
の
行
事
が
予
定
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
後
援
会
と
し
て
も
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

学 

長 

挨 

拶 
 

 
 
 
 
 
 
 

竹 

村 

彰 

通 

 

昨
年
４
月

に
学
長
に
就

任
し
て
か
ら

早
く
も
１
年

が
経
ち
ま
し

た
。
こ

の
４

月
に
文
部
科
学
省
の
「
地
域
中
核
・
特
色

あ
る
研
究
大
学
の
連
携
に
よ
る
産
学
官
連

携
・
共
同
研
究
の
施
設
整
備
事
業
」
に
申

請
し
て
い
た
滋
賀
大
学
の
提
案
が
採
択
さ

れ
、
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
に
産
学
連
携
研
究

推
進
の
た
め
の
先
端
的
な
施
設
が
建
つ
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
も
一
定
の
落
ち
着
い
た
状
況
に
な

り
、
感
染
対
策
を
講
じ
つ
つ
も
活
動
制
限

も
な
く
な
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
学
生
の

笑
顔
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
に

は
１
０
０
周
年
事
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

も
行
わ
れ
、
そ
の
準
備
も
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。
保
護
者
の
方
々
も
一
度
キ
ャ
ン

パ
ス
に
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

経
済
学
部
長
・ 

経
済
学
研
究
科
長
挨
拶   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 
 

野 
 
 

桂 

 

平
素
よ
り
滋
賀
大
学
経
済
学
部
・
経
済

学
研
究
科
の
教
育
研
究
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

経
済
学
部
は
今
年
度
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
11
月
に
は
記
念
式
典
を

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
執
り
行
う
予
定
で

す
。
こ
の
１
０
０
年
間
に
は
第
二
次
世
界

大
戦
を
は
じ
め
、
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
な
ど
大
き
な
戦
争
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
し
た
。
現
在
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
の

中
に
あ
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
本
学

の
教
育
と
研
究
を
通
じ
て
、
次
の
１
０
０

年
こ
そ
は
戦
争
が
な
く
、
全
て
の
人
が
幸

福
で
あ
る
よ
う
な
世
界
が
構
築
で
き
る
よ

う
に
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
挨
拶 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

椎 
 

名 
 
 

洋 
 
 

 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
の
椎
名
洋

で
す
。
後
援
会
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か

ら
暖
か
い
御
支
援
を
賜
り
、
お
陰
様
で
彦

根
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
生
活
の
質
の
向
上

が
少
し
ず
つ
実
現
で
き
て
お
り
ま
す
こ

と
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
の
３
月
に
第
３
期
生
が
、
Ｉ
Ｔ
情
報
分

野
の
み
な
ら
ず
、
製
造
業
、
金
融
業
等
の

幅
広
い
分
野
へ
と
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
学
び
た
い
と

い
う
高
校
生
、
大
学
生
、
社
会
人
が
年
々

増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
社
会

か
ら
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
も
、
学
部

の
教
育
・
研
究
の
充
実
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
一
年
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

大
学
院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科

研
究
科
長
挨
拶   

 

 
 
 
 
 
 
 
 

清 

水 

昌 

平 
 

２
０
１
９
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
博
士
前
期
課

程
も
５
年
目
と
な
り
、
２
０
２
０
年
４
月

に
開
設
し
た
博
士
後
期
課
程
も
昨
年
度
で

完
成
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
度
は
さ

ら
に
文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の
全
国
展
開
の
推

進
」
拠
点
校
と
し
て
、
授
業
の
全
国
配
信

を
視
野
に
新
規
授
業
を
開
講
し
ま
す
。
本

学
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究
拠
点

と
し
て
国
内

大
規
模
の
多
様
な
領
域
の

教
員
・
研
究
者
を
擁
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
全
国
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教

育
を
先
導
し
、
社
会
で
即
戦
力
と
な
る

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
を
推

し
進
め
て
い
き
ま
す
。 
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経
済
学
部
副
部
長
挨
拶   

 
 

総
務
・
企
画
担
当 

松 

下 

京 

平 
 

 

大
学
院
改
組
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
来

年
度
か
ら
、
博
士
前
期
課
程
に
お
い
て
、

経
営
分
析
学
専
攻
を
新
た
に
設
置
予
定
で

す
（
そ
れ
に
伴
い
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
専
攻
は
廃
止
）
。
経
営
分
析
に
必

要
な
経
営
学
等
の
知
識
を
有
し
、
か
つ
高

度
な
デ
ー
タ
分
析
が
可
能
な
人
材
養
成
と

い
っ
た
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

し
っ
か
り
と
大
学
院
改
組
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

学
務
・
学
生
生
活
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 

森 
 

宏 

一 

郎 
 

 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
言
う
に
は
早
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
質
的
に
コ
ロ
ナ
前

の
状
況
に
戻
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
新

し
い
授
業
方
法
が
生
ま
れ
、
授
業
に
多
様

性
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
再

び
落
ち
着
い
た
状
況
に
戻
っ
て
、
生
ま
れ

た
多
様
性
が
新
た
な
教
育
上
の
革
新
を
ど

の
よ
う
に
生
み
出
す
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

入
試
・
広
報
担
当 

谷 

上 

亜 

紀 
 

 

経
済
学
部
に
お
け
る
来
年
度
に
向
け
て

の
入
試
で
は
、
特
別
選
抜
の
名
称
な
ど
若

干
の
変
更
は
あ
り
ま
す
が
、
大
幅
に
変
わ

る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
の
中
の
動

き
に
伴
っ
て
入
試
制
度
も
変
わ
っ
て
ゆ
き

ま
す
が
、
入
試
に
お
い
て
重
要
な
こ
と

は
、
受
験
生
が
戸
惑
う
こ
と
な
く
安
心
し

て
受
験
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
う
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

大
学
院
経
済
学
研
究
科 

副
研
究
科
長
挨
拶 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

喜 

田 

昌 

樹 
 
 

 

こ
の
度
、
経
済
学
研
究
科
副
研
究
科
長

を
拝
命
し
ま
し
た
喜
田
で
す
。
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
や
Ｄ
Ｘ
推
進
の
重
要
性
が
高
ま
る

中
、
経
済
学
・
会
計
学
・
経
営
学
と
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
の
接
点
と
な
る
領
域

（
経
営
分
析
学
）
を
模
索
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
を
行
い
、
そ
の
普
及
を
進
め
て

い
く
所
存
で
す
。
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部 

副
学
部
長
挨
拶 

 

総
務
・
企
画
担
当 

佐 

藤 

正 

昭 
 

 

引
き
続
き
、
総
務
・
企
画
担
当
を
拝
命

し
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．

０
時
代
を
牽
引
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

分
野
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
、
第
４
期

の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
基
づ
く
大
学

運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

に
、
研
究
力
向
上
の
た
め
の
学
部
横
断
的

な
施
設
整
備
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

教
育
の
質
保
証
の
面
に
も
注
力
し
な
が

ら
、
滋
賀
大
学
の
務
め
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

学
務
・
学
生
生
活
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

健 

一 
 

 

マ
ス
ク
着
用
も
個
人
の
判
断
が
基
本
と

な
り
、
講
義
で
も
マ
ス
ク
の
な
い
笑
顔
が

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高

校
で
の
情
報
Ⅰ
、
情
報
Ⅱ
の
履
修
に
加

え
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
登
場
も
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
の
学
習
に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
進
月
歩
の
分

野
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
生
が
社
会
に
出

て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
学
習
基
盤
の
整
備

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

入
試
・
広
報
担
当 

杉 

本 

知 

之 

 

本
学
で
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
開

設
以
降
、
本
学
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
、
全
国
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
学

部
・
学
科
が
次
々
と
新
設
さ
れ
，
今
後
も

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
状
況
は
社

会
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
に
よ
り
ま
す
が
，

様
々
な
方
々
に
よ
る
広
報
活
動
等
に
支
え

ら
れ
た
お
か
げ
で
す
。
文
理
融
合
と
新
た

な
価
値
創
造
に
興
味
あ
る
学
生
が
入
学
で

き
る
よ
う
入
試
・
広
報
活
動
を
よ
り
良
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
学
院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科

副
研
究
科
長
挨
拶   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

智 

和 
 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
学
務
担
当
の
副

研
究
科
長
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
で
は
、
社
会
人
派
遣

学
生
に
配
慮
し
、
ほ
と
ん
ど
の
講
義
を
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
と
対
面
参
加
を
選
択
可
能

な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
と
し
て
い
ま
す
。

滋
賀
大
学
か
ら
よ
り
多
く
の
高
度
人
材
を

輩
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
今
年
度
は
、

既
に
研
究
実
績
が
あ
る
社
会
人
に
向
け
た

１
年
制
の
博
士
後
期
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
大
学
院
の
更
な
る
拡
充

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

経 

済 

学 

部 

 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部 

後列： 松下 谷上 森 各副学部長 

前列： 喜田副研究科長  中野学部長 

後列： 佐藤(智)副研究科長 杉本 佐藤(健) 各副学部長 

前列： 清水研究科長  椎名学部長  佐藤(正)副学部長 
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４
月
５
日
、
大
津
市
び
わ
湖
ホ
ー
ル
に

て
令
和
５
年
度
滋
賀
大
学
入
学
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
教
育
学
部
２
４
３

名
、
経
済
学
部
５
０
６
名
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
１
０
０
名
、
大
学
院
教
育
学

研
究
科
専
門
職
学
位
課
程
２
６
名
、
大
学

院
経
済
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
２
１

名
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
４
名
、
大
学
院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
科
博
士
前
期
課
程
５
０
名
、
大
学
院

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
博
士
後
期
課

程
３
名
、
特
別
支
援
教
育
専
攻
科
８
名
の

計
９
６
１
名
が
新
た
な
学
生
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度
も

学
部
（
３
学
部
を
２
グ
ル
ー
プ
）
と
大
学

院
・
専
攻
科
に
分
散
し
て
開
催
し
、
同
時

に
式
典
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は

４
年
ぶ
り

に
新
入
生

の
保
護
者

の
方
の
式

典
へ
の
参

加
も
可
能

と
な
り
、

新
入
生
の

門
出
を
祝

わ
れ
ま
し

た
。 

 
 

  

式
典
は
、
入
学
生
宣
誓
、
来
賓
の
祝

辞
、
在
学
生
に
よ
る
歓
迎
の
辞
、
役
職
員

の
紹
介
の
順
で
進
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

竹
村
学
長
か
ら
の
式
辞
で
は

後
に
大
学

で
学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
「
大
学
で
の
学
び
と
高
校
ま
で
の
学

び
の
一
つ
の
大
き
な
違
い
は
、
正
解
が
あ

る
か
な
い
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
高
校
ま
で
の
学
び
で
は
、
入
学
試
験

対
策
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
試
験
問
題
を

解
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
が
ち
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の

試
験
問
題
に
は
正
解
が
あ
り
、
そ
れ
を
早

く
見
つ
け
る
と
い
う
訓
練
を
し
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
一
方
で
、
大
学
で
学
ぶ
学
問

で
は
、
多
肢
選
択
で
選
ぶ
よ
う
な
唯
一
の

正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
生
き
て
い

る
世
界
は
複
雑
で
あ
り
、
現
実
の
問
題
に

は
唯
一
の
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
感
染
対
策
を

重
視
す
る
の
か
、
経
済
活
動
を
重
視
す
る

の
か
で
議
論
が
分
か
れ
、
唯
一
こ
れ
が
正

解
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
大
学
学
部
か
ら
大
学
院
に
進
む

段
階
で
は
、
問
題
自
体
を
見
つ
け
る
、
あ

る
い
は
問
題
を
定
式
化
す
る
と
い
う
作
業

が
本
質
的
と
な
り
ま
す
。
大
学
で
は
、
短

時
間
で
答
え
を
見
つ
け
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
問
題
意
識
を

持
っ
て
社
会
や
自
然
の
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
じ
っ
く
り
考
え
、
そ
の
解
決
を
考
え

て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

冒
頭
に
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
世
界
は

未
曽
有
の
変
化
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
不

確
実
性
が
高
ま
り
、
正
解
が
ま
す
ま
す
求 

 

め
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
こ
そ
、
大
学
で
の
学
び
が
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
試
験
対
策
と

い
う
頭
を
切
り
替
え
て
、
大
学
で
の
新
た

な
学
び
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
世
界
が
未
曾
有
の
変
化
に
見
舞

わ
れ
る
な
か
、
皆
さ
ん
が
滋
賀
大
学
で
学

ぶ
な
か
で
、
自
分
と
社
会
の
未
来
に
つ
い

て
考
え
、
未
来
を
切
り
開
く
人
材
に
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
」 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
が
今
後
、
本
学
で
勉

学
に
励
み
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

         
 

       

       

       

    

  

 

竹村学長からの式辞 

令
和
５
年
度 

入 

学 

式 

在校生による歓迎の辞  

入学生代表の宣誓   会場の様子   
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データサイエンス学部

* マレーシア政府派遣留学生等4名は外数

26

データサイエンス
研究科

教育学研究科

特別支援教育専攻

入学者合計

50

3 4 4 3 3

大
学
院

25

博士前期課程

博士後期課程

教職大学院

8

957(*)

経済学部

データサイエンス学部

教育学部

博士前期課程

博士後期課程

合格者

518

57

34

113 100

502(*)

100

243

21

4

50

3

経済学研究科

経済学研究科

定員 志願者 受験者 合格者 入学者

32 41 40 25

3 6 5 4

21

研　究　科　名

博士前期課程

博士後期課程

昼間主コース

夜間主コース

３年次編入

経済学部

学　　部　　名

【大学院】

410

50

20

100

定員 志願者

2,165

100

88

461

受験者

1,204

96

88

321

入学者

入学試験状況 滋賀大学入学者一覧

博士前期課程

博士後期課程

データサイエンス

研究科

4

40 81 81 53

433

44

令和５年度 入学状況

都道府県別入学者数

6.6%岐阜県0.2%1青森県

0.8%0.2%長野県1.7%北海道

15.0%愛知県0.4%

岡山県2.0%静岡県0.2%1秋田県

広島県

神奈川県 2 2.0% 大阪府 6 6.0% 佐賀県 1 1.0%

0.4%

0.6%

2

1

100.0%100

3.0%

3

10

1

3

2

1

3

7

8

島根県

奈良県 15 3.1% 福岡県 6

15.7%

12.6%

山口県

3.0%

1

1

2

2

1.5%

1.0%1

3

100.0%

4

477

0.2%

0.4%

0.4%

0.4%

0.8%

1.3%

鹿児島県

0.2%

1.3%

1.3%

2

3

2

2

2

大分県2.5% 1

0.6%

0.8%

長崎県

熊本県

6

1

12

4

4

1

3

6

2

6

6

9

31

1

75

12

71

44

沖縄県

留学生

宮崎県

0.2%

0.6%

0.2%

0.2%

0.4%

1.0%

1.3%

60

徳島県

香川県

島根県

2.5%三重県

宮崎県 1.0% 合計1石川県 奈良県 3.0%1.0% 31

大分県 3.0%3富山県 兵庫県 9.0%1.0%1 9

愛媛県 1.0%1東京都 京都府 10.0%1.0%1 10

香川県 1.0%1埼玉県 滋賀県 28.0%1.0%1 28

山口県 1.0%1茨城県 愛知県 10.0%2.0%

広島県 3.0% 沖縄県3宮城県 静岡県 3.0%1.0%

鹿児島県北海道 福井県 3.0%3

その他

佐賀県 0.4%

愛媛県 1.3%

高知県 0.4%

和歌山県 0.2%

9.2%

54大阪府 11.3%

福井県

富山県

新潟県

兵庫県

合計

【経済学部（３年次編入は除く）】

【データサイエンス学部】

群馬県

千葉県

埼玉県

茨城県

石川県 3 0.6%

滋賀県

京都府

鳥取県
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経
済
学
部
の
現
況 

 
 

 
 

 
 
 

経
済
学
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 
野 

 

桂
 

●
入
学
者
の
状
況 

 

総
合
経
済
学
科
の
１
学
科
と
な
っ
て
は

じ
め
と
な
る
今
年
度
の
入
学
者
数
は
、
昼

間
主
が
４
３
３
名
（
定
員
４
１
０
名
）
、

夜
間
主
が
44
名
（
定
員
50
名
）
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
３
年
次
編
入
は
25
名
（
定

員
20
名
）
で
し
た
。 

 

前
期
日
程
（
定
員
１
７
２
名
）
と
後
期

日
程
（
１
５
０
名
）
を
合
わ
せ
た
一
般
選

抜
の
定
員
３
２
２
名
に
対
し
て
、
志
願
者

数
は
１
９
９
５
名
で
昨
年
の
２
２
１
７
名

よ
り
約
10
％
減
少
し
ま
し
た
。
受
験
者
数

は
１
０
３
８
名
、
合
格
者
数
は
４
４
０
名

で
し
た
。
受
験
者
数
に
対
す
る
合
格
者
数

で
み
た
倍
率
は
、
前
期
日
程
の
国
外
型
で

２
．
７

倍
（
４
．
４

倍
）
、
数

外

型

で

１
．
７
倍
（
３
．
０
倍
）
、
後
期
日
程
の

国
外
型
で
２
．
２
倍
（
３
．
１
倍
）
、
数

外
型
で
２
．
８
倍
（
２
．
３
倍
）
と
な
り

ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
前
年
）
。 

 

昼
間
主
に
お
け
る
志
願
者
の
内
訳
を
見

る
と
、
今
年
は
京
都
府
（
14
．
９
％
）
が

も
多
く
、
続
い
て
愛
知
県
（

13

．

８
％
）
、
大
阪
府
（
13
．
６
％
）
、
滋
賀

県
（

10

．
３

％
）
、
兵

庫

県
（
９
．

９
％
）
、
岐
阜
県
（
４
．
５
％
）
と
い
う

結
果
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
府
県
で
全
体
の

７
割
近
く
を
占
め
ま
す
。
入
学
者
数
に
つ

い
て
は
、
愛
知
県
（
16
．
２
％
）
、
滋
賀

県
（

15

．
２

％
）
、
京

都

府
（

13

．

３
％
）
、
大
阪
府
（
10
．
８
％
）
、
兵
庫

県
（
９
．
４
％
）
、
岐
阜
県
（
６
．
１
％ 

）
で
、
７
割
以
上
を
占
め
ま
す
。
近
畿
地

区
と
中
部
地
区
と
い
う
分
け
方
で
見
る

と
、
近
畿
が
51
．
５
％
、
中
部
が
27
．

４
％
と
な
り
、
彦
根
の
地
理
的
条
件
を
よ

く
表
す
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
（
カ
ッ
コ

内
は
私
費
留
学
生
を
除
い
た
割
合
）
。 

 

な
お
、
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
博
士
前

期
課
程
（
定
員
32
名
）
に
は
41
名
の
出

願
が
あ
り
、
21
名
が
入
学
し
ま
し
た
。
博

士
後
期
課
程
（
定
員
３
名
）
に
は
６
名
の

出
願
が
あ
り
、
４
名
が
入
学
し
ま
し
た
。 

 

●
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
始 

 

１
学
科
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
広

く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
学
ん
だ
の
ち
に
、

３
回
生
に
な
る
段
階
で
経
済
学
専
攻
、
経

営
学
専
攻
、
社
会
シ
ス
テ
ム
専
攻
の
い
ず

れ
か
の
専
攻
分
野
を
選
択
す
る
制
度
（
レ

イ
ト
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
制
）

が
、
今
年
度
の
新
入
生
よ
り
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
複
雑
化
し
変
化

の
激
し
い
現
代
に
あ
っ
て
、
学
問
分
野
を

細
切
れ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
幅
広
く
学

び
、
そ
れ
ら
を
融
合
す
る
柔
軟
な
力
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

加
え
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ー

ス
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ー
ス
も
こ
れ
ま
で

の
内
容
を
刷
新
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ー
ス

で
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
科
目
を

一
定
数
取
り
な
が
ら
、
経
済
・
経
営
・
社

会
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
専
門
分
野
を
融
合
さ

せ
て
、
デ
ー
タ
活
用
能
力
を
持
つ
多
面

的
・
多
様
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ー
ス
で
は
語
学
力

の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
特
別
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目
や
国
内
外
の
研
修
を
通
じ
て
、

経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
知
識
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
併
せ
持
っ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
輩
出
を
目
指
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
入
学
時
の
選
抜
だ
け
で
は
な
く
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
第
１
セ

メ
ス
タ
ー
終
了
時
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
第
３
セ
メ
ス

タ
ー
終
了
時
に
追
加
の
募
集
が
あ
り
ま
す

の
で
、
多
く
の
学
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

●
大
学
院
―
経
営
分
析
学
専
攻
の
設
置 

 

経
済
学
研
究
科
に
お
い
て
は
２
０
２
４

年
度
に
改
組
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
専

攻
を
廃
止
し
、
新
た
に
経
営
分
析
学
専
攻

を
設
置
す
る
計
画
で
す
。
経
営
分
析
学
は

英
語
で
はBu

si
ne
ss

 
A
na
lyt

ic
s

と
訳
さ

れ
、
デ
ー
タ
分
析
を
重
視
す
る
と
い
う
点

で
こ
れ
ま
で
の
「
経
営
分
析
（B

us
in
ess

 

A
na

ly
si
s

）
」
と
は
一
線
を
画
す
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
副
専
攻
を
さ
ら
に
強
化
し
て
、

経
営
分
析
学
専
攻
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
科
の
教
員
が
副
指
導
に
入
り
、

デ
ー
タ
を
用
い
た
よ
り
実
践
的
演
習
を
行

う
な
ど
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
あ
っ

た
社
会
人
向
け
の
１
年
制
コ
ー
ス
「
ビ
ジ

ネ
ス
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
な
ど
と
共
に
、
全
国
的
に
も
注
目

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科

は
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
の
流
れ
を
見
据
え

な
が
ら
、
す
べ
て
の
人
々
が
平
和
で
豊
か

な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
た
め
に
必
要
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

    

大 
 

学 
 

紹 
 

介 
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デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
現
況 

 
 

 
 

 
 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

椎 

名 
 

洋

●
入
学
者
の
状
況 

今
年
度
４
月
の
入
学
者
は
、
１
０
０
名

で
あ
り
ま
し
た
（
入
試
の
面
か
ら
見
ま
す

と
、
受
験
者
３
２
１
人
に
対
し
て
、
合
格

者
が
１
１
３
人
で
、
実
質
倍
率
が
約
２
．

８
倍
で
し
た
）
。
例
年
と
同
様
、
近
畿
地

方
か
ら
の
入
学
者
が
多
く
、
滋
賀
県
（
28

名
）
、
京
都
府
（
10
名
）
、
兵
庫
県
（
９

名
）
、
大
阪
府
（
６
名
）
、
奈
良
（
３
名 

）
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
海

地
区
か
ら
の
入
学
者
が
少
な
く
、
愛
知
県

は
10
名
と
多
い
の
で
す
が
、
岐
阜
県
に

至
っ
て
は
隣
県
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
人
も

お
り
ま
せ
ん
（
一
昨
年
度
は
10
名
い
ま
し

た
）
。 

一
方
、
創
設
時
に
は
４
割
程
度
い
た
文

系
出
身
者
が
徐
々
に
減
っ
て
、
今
年
は
４

人
に
１
人
程
度
の
割
合
に
な
っ
て
い
ま

す
。
文
理
融
合
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
情
報

学
や
統
計
学
の
理
系
的
な
知
識
・
技
能
の

習
得
＋
価
値
創
造
・
発
見
と
そ
の
伝
達
と

い
う
文
系
的
な
活
動
の
訓
練
）
を
掲
げ
て

い
る
Ｄ
Ｓ
学
部
と
し
て
は
、
も
う
少
し
文

系
の
学
生
が
い
て
も
よ
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。 

●
授
業
の
状
況 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
第
五

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
大

学
の
授
業
も
対
面
が
基
本
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
影
響
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に

来
る
学
生
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。
活

気
に
あ
ふ
れ
て
、
大
学
ら
し
い
風
景
が

戻
っ
て
き
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で

す
が
、
一
方
で
、
昼
食
時
間
の
食
堂
に
長

蛇
の
列
が
で
き
、
実
質
的
な
昼
休
み
の
時

間
が
か
な
り
短
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
席
数
も
十
分
で
な
い
の
で
、
友
達
同

士
で
集
ま
っ
て
食
事
を
と
る
こ
と
も
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で
ゆ
っ
く
り
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
昼
ご
飯
を
食
べ
る

と
い
う
大
学
生
活
の
大
事
な
一
コ
マ
が
か

な
わ
な
い
現
状
を
憂
慮
し
て
い
ま
す
。 

●
就
職 

３
月
に
、
学
部
の
第
三
期
生
が
卒
業
し

ま
し
た
。
民
間
企
業
の
業
界
別
に
み
る

と
、
情
報
・
通
信
、
Ｉ
Ｔ
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
の
情
報
産
業
系
へ
の
就
職
が
約

３
割
、
製
造
業
系
が
約
２
割
、
卸
売
・
小

売
業
系
が
約
１
割
、
そ
れ
以
外
（
運
輸

業
、
金
融
・
保
険
業
、
建
設
業
等
）
の
業

界
に
約
４
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

官
公
庁
に
４
名
が
進
み
、
大
学
院
進
学
は

18
名
（
う
ち
、
滋
賀
大
学
Ｄ
Ｓ
研
究
科
に

13
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
の
様
々

な
場
所
で
、
Ｄ
Ｘ
化
が
進
む
過
程
で
、

デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
デ
ー
タ
ア
ナ
リ

シ
ス
を
外
注
し
て
い
た
企
業
が
、
そ
れ
ら

の
業
務
を
内
生
化
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、

年
々
、
非
Ｉ
Ｔ
系
へ
の
就
職
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
今
年
も
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
強

ま
り
ま
し
た
。 

●
大
学
院 

大
学
院
に
つ
い
て
は
、
博
士
前
期
課
程

に
50
人
が
、
博
士
後
期
課
程
に
３
人
の
入

学
者
が
あ
り
ま
し
た
。
博
士
前
期
課
程
入

学
者
の
う
ち
、
20
人
が
企
業
か
ら
の
派
遣

で
す
。
ま
た
、
他
大
学
か
ら
16
名
の
入
学

者
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
学

院
で
は
、
本
学
部
出
身
者
以
外
の
学
生
の

方
が
多
く
、
企
業
派
遣
・
他
大
学
卒
の
ほ

と
ん
ど
の
方
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
以
外

の
学
部
卒
の
方
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
異

な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
方
が
、
お
互

い
に
切
磋
琢
磨
す
る
な
か
で
、
情
報
交

換
・
人
的
交
流
が
進
む
こ
と
が
、
本
研
究

科
の
大
き
な
魅
力
か
と
思
い
ま
す
。
社
会

人
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
需
要
が
年
々
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
企
業
か
ら
の

派
遣
も
一
層
増
え
て
く
る
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
他
大
学
卒
の
方
の
本
大
学
院

へ
の
進
学
も
増
加
傾
向
で
す
が
、
我
々
と

し
て
は
、
内
部
進
学
の
学
生
も
も
う
少
し

増
や
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

●
社
会
貢
献 

Ｄ
Ｓ
学
部
は
数
理
・
Ｄ
Ｓ
・
Ａ
Ｉ
教
育

強
化
の
拠
点
校
（
11
校
）
の
一
つ
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
拠
点
校
の
任
務
と
し
て
、

Ｄ
Ｓ
分
野
の
教
材
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
も
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
の
結
果
、
以

下
の
よ
う
な
本
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。 

１)
「Ex

ce
l

で
学
べ
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
入
門
講
義
」
、
笛
田
薫
、
松
井
秀
俊 

著
、
２
０
２
２
年
11
月
発
行
、
日
経
Ｂ
Ｐ 

２)
St
at
is
tic

al
 C
au
sa
l D

is
co
ve
ry
: 

L
iN
GA
M 
Ap
pro

ac
h”

、S
hoh

ei
 S
hi
mi
-

z
u 

著
、
２
０
２
２
年
９
月
発
行
、S

pr
i-

n
ge
r 
To
ky
o 

 
 
 
 

３)

「
多
変
量
解
析
」
、
松
井
秀
俊
著
、

学
術
図
書
出
版
社
、
２
０
２
３
年
３
月
発

行 ４)

「
は
じ
め
て
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

」
、
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
・
山
梨
学
院
大
学I

CT

リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
チ
ー
ム 

共
編
、
２
０
２
３
年
３
月
発

行
、
学
術
図
書
出
版
社 

５)

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
機
械
学
習 

理
論
か
らP

yth
on

に
よ
る
実
装
ま
で
」
、

D
.P
.K
ro
es
e, 

Z.
I.
Bo
te
v,T

.T
ai
mr
e,
 

R
.V
ai

sm
an

著
、
松
井
秀
俊
、
来
嶋
秀
治

ら
翻
訳
、
２
０
２
２
年
12
月
発
行
、
東
京

化
学
同
人 

６)

「
ケ
モ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
に
お

け
る
デ
ー
タ
解
析
の
進
め
方
と
具
体
的
応

用
法
」
、
江
崎
剛
史
他
著
、
２
０
２
３
年

3
月
発
行
、
技
術
情
報
協
会 

７)

「
実
況
！ 

R

で
学
ぶ
医
療
・
製
薬
系

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
」 

佐
藤
健
一
、
杉
本
知
之
、
寺
口
俊
介
、
江

崎
剛
史 

著
、
２
０
２
３
年
４
月
発
行
、

学
術
図
書
出
版
社 
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漕
艇
部
が
朝
日
レ
ガ
ッ
タ
の
一
般
女
子 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
優
勝 

 

５
月
３
日
（
水
）
～
６
日
（
土
）
、
関

西
み
ら
い
ロ
ー
イ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
滋
賀

県
立
琵
琶
湖
漕
艇
場
）
で
行
わ
れ
た
朝
日

レ
ガ
ッ
タ
に
お
い
て
、
経
済
学
部
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
漕
艇
部
が
一
般
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
の
決
勝
に
進
出
し
、

優
勝
し
ま
し
た
。 

朝
日
レ
ガ
ッ
タ
で
の
優
勝
は
、
滋
賀
大
学

漕
艇
部
の
歴
史
上
初
の
快
挙
で
す
。 

《
選
手
》 

 

西
村
菜
々
花
さ
ん
（
３
）
Ｄ
Ｓ
学
部 

《
ス
タ
ッ
フ
》 

 

山
越
由
華
里
さ
ん
（
３
）
経
済
学
部 

  

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

 

喜
び
合
う
西
村
さ
ん 

表
彰
式 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
左
）
と
山
越
さ
ん 

 

 
 新

入
生
歓
迎
マ
ラ
ソ
ン
開
催
報
告 

 

５
月
13
日
（
土
）
、
滋
賀
大
学
体
育
会

伝
統
行
事
の
一
つ
、
「
新
入
生
歓
迎
マ
ラ

ソ
ン
２
０
２
３
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

入
生
の
交
流
も
図
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

が
、
皆
さ
ん
つ
ら
い
中
で
も
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
楽
し
ん
で
参
加
さ
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。 

 

当
日
は
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
運
動
場
を
出

発
し
、
金
亀
公
園
、
彦
根
城
を
め
ぐ
る
約

６
キ
ロ
を
新
入
生
、
在
校
生
、
教
職
員
が

駆
け
、
日
ご
ろ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果

を
大
い
に
発
揮
し
ま
し
た
。 

 

 
滋
賀
大
学
体
育
会
は
、
彦
根
キ
ャ
ン
パ

ス
の
体
育
会
系
部
活
と
認
定
同
好
会
が
所

属
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
新
入
生
歓
迎
マ

ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
、
秋
の
駅
伝
大
会
や
球

技
大
会
、
学
内
大
清
掃
、
新
入
生
歓
迎
交

流
会
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
、

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
企

画
・
運
営
の
ほ
か
、
各
部
の
活
動
を
支
援

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
身
の
鍛
錬
、

学
生
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

  

 

 

後
援
会
か
ら
学
生
支
援
物
品
を
寄
贈 

 

後
援
会
で
は
、
日
頃
か
ら
課
外
活
動
支

援
や
難
関
資
格
取
得
者
へ
の
報
奨
金
贈
呈

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
令
和
５
年
は
彦
根
高
商
百
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
大
型
の
学
生
支
援

物
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。 

 

主
に
教
育
環
境
の
向
上
を
テ
ー
マ
に
、

学
生
が
集
う
校
舎
棟
前
の
サ
ー
ク
ル
ベ
ン

チ
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
に
お
け
る
安
全
管

理
の
た
め
の
製
氷
機
、
図
書
館
内
学
習
環

境
に
向
上
を
図
る
た
め
の
空
気
清
浄
機
能

付
き
エ
ア
コ
ン
等
の
寄
贈
を
行
い
ま
し

た
。 

 

新
学
期
に
は
寄
贈
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
ベ

ン
チ
で
談
笑
す
る
学
生
の
姿
が
見
ら
れ
た

ほ
か
、
製
氷
機
は
日
々
課
外
活
動
で
利
用

さ
れ
る
な
ど
寄
贈
物
品
は
学
生
の
大
学
生

活
充
実
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

    

  

 

   

海
外
派
遣
研
修
「シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
プ
ロ
グ 

ラ
ム
」を
新
規
に
企
画 

 

海
外
渡
航
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
学
ぶ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
起
業
家
精
神
）
が
今
年
度
か
ら
新
規
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

参
加
学
生
は
、
夏
季
休
暇
の
２
週
間
、

協
定
校
で
あ
る
サ
ン
ノ
ゼ
州
立
大
学
を
訪

れ
、
起
業
家
精
神
に
係
る
座
学
の
他
、

G
oo
gl
e

、I
nte

l

、A
pp
l
e

な
ど
超
有
名
企

業
の
訪
問
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
研
修

成
果
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

研
修
に
取
り
組

み
ま
す
。
航
空

運
賃
の
高
騰
な

ど
に
よ
り
学
生

が
研
修
参
加
を

躊
躇
す
る
こ
と

が
無
い
よ
う
、

後
援
会
か
ら
も

渡
航
費
補
助
を

行

う

予

定

で

す
。 

 

学
生
活
動
だ
よ
り 

製氷機 2台 

（体育館） 

サークルベンチ２台 

（校舎棟前交流スペース） 

スタートの瞬間 

笑顔で快走 
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就
職
支
援
体
制
に
つ
い
て 

 

教
育
・
学
生
支
援
機
構 

特
命
教
授 

 
 
 
 
 
 
 

入 
江 

 

直 

樹 
 

 

平
素
よ
り
学
生
の
就
職
支
援
に
格
別
の

お
力
添
え
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
学
生
へ
の

就
職
支
援
体
制
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
は
経
済
学
部
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
部
で
学
ぶ
学
生
、
及
び
経
済
学
研
究

科
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
研
究
科
で
学

ぶ
大
学
院
生
に
対
し
ま
し
て
各
自
が
選
択

す
る
進
路
を
目
指
す
た
め
の
様
々
な
情
報

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
外
部
環
境
の
変

化
、
学
生
気
質
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら

す
べ
て
の
学
生
が
希
望
す
る
進
路
選
択
が

で
き
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
様
々
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

 

そ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

大
学
が
整
備
し
て
い
る
就
職
支
援
体
制 

 

本
学
で
は
学
生
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
に
様
々
な
シ
ス
テ
ム
、
制
度

を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
学
生
が
効
果
的
、
効
率
的
に
就
職
活
動

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
学
生 

 

の
就
職
活
動
を
専
門
演
習
担
当
教
官
、
就 

職
委
員
会
、
就
職
支
援
室
、
学
生
支
援
課 

が
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
れ
で
は

就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
、

制
度
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

●
滋
賀
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
支
援
シ
ス

テ
ム
（S

U
C
C
E
S
S
:
 
S
h
i
g
a
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 

´s
 
C
a
m
p
u
s
 
C
o
m
p
u
t
e
r
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
 

s
u
p
p
o
r
t
 
S
y
s
t
e
m

） 

 

就
職
支
援
室
で
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
就
職
情
報
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

情
報
に
つ
い
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
提

供
し
ま
す
。
刻
々
と
変
化
す
る
外
部
情

報
、
学
内
で
の
企
業
説
明
会
、
企
業
か
ら

の
連
絡
、
滋
賀
大
学
だ
か
ら
持
ち
得
る
求

人
情
報
な
ど
を
学
生
に
発
信
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
自
ら
起
業
を
志
す
学
生
へ
の
支

援
も
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
効

果
的
に
機
能
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

●
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
求
人
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム 

 

自
宅
や
下
宿
な
ど
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
外

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
彦
根
キ
ャ
ン
パ

ス
在
学
生
専
用
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。

滋
賀
大
生
を
採
用
し
た
い
と
い
う
企
業
の

求
人
情
報
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す

る
情
報
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。
学
生
が
企

業
研
究
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
客
観
的
で
正
確
な
情

報
で
あ
る
求
人
票
を
軸
に
就
職
活
動
を
進

め
る
こ
と
を
指
導
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

●
就
職
支
援
室
で
の
就
職
相
談 

 

進
路
・
就
職
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に 

対
応
し
て
い
ま
す
。
毎
日
９
時
30
分
か

ら

16

時

30

分
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
面
談
方
法
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
主
な
相
談
内
容
は 

‐
進
路
選
択
に
つ
い
て
の
相
談 

‐
個
人
面
接
、
集
団
面
接
の
模
擬
訓
練 

‐
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
履
歴
書
の
添
削 

‐
求
人
票
送
付
企
業
の
紹
介 

な
ど
で
す
。
時
間
内
で
あ
れ
ば
予
約
な
し

で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
４
４

３
名
の
学
生
か
ら
１
０
１
５
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。 

●
就
職
支
援
室
で
の
情
報
提
供 

‐
企
業
・
団
体
か
ら
の
求
人
情
報
・
企
業

説
明
会
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
し
て

い
ま
す
。 

‐
就
職
活
動
関
連
の
書
籍
・
雑
誌
・
日
経

新
聞
等
が
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す 

‐
大
学
連
携
及
び
公
募
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
て
提
供

し
て
い
ま
す
。 

‐
公
務
員
、
大
学
院
、
税
理
士
等
専
門
職

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

●
１
回
生
か
ら
４
回
生
ま
で
幅
広
く
実
施 

さ
れ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
就
職
ガ
イ
ダ 

ン
ス
な
ど
の
充
実
し
た
独
自
の
支
援
プ 

ロ
グ
ラ
ム 

 

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
・
制
度
を
用
い
て

学
生
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。 

 

本
学
卒
業
生
に
よ
る
就
職
支
援
体
制 

 

本
学
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
「
陵
水

会
」
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
中
心
に
し
て
、 

以
下
の
よ
う
な
支
援
が
準
備
さ
れ
て
い
ま

す
。 

●
学
内
合
同
企
業
説
明
会 

 

本
年
は
３
月
に
対
面
で
実
施
し
、
卒
業

生
が
就
職
を
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

企
業
で
、
有
名
大
手
企
業
中
心
に
１
２
０

社
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
４
日
間

で
延
べ
１
０
０
０
人
の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。 

●
陵
水
懇
話
会 

 

卒
業
後
25
年
の
先
輩
方
を
中
心
に
十

数
名
に
お
見
え
い
た
だ
き
、
業
界
紹
介
を

中
心
に
働
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
今
年
は

彦
根
高
等
商
業
学
校
開
校
か
ら
１
０
０
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
て
陵
水
会

と
の
よ
り
一
層
の
強
い
結
び
付
き
を
い
た

だ
き
ま
す
。 

●
陵
水
会
計
人
会
懇
談
会 

 

伝
統
的
に
卒
業
生
の
公
認
会
計
士
と
か

税
理
士
を
多
数
輩
出
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
学
の
学
生
た
ち
に
も
志
望
者
は
沢
山
い

ま
す
。
先
輩
た
ち
の
現
役
の
会
計
士
・
税

理
士
の
方
を
お
招
き
し
て
、
会
計
士
・
税

理
士
の
仕
事
、
勉
強
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ

く
懇
談
会
で
す
。 

 
 

  

就
職
活
動
と
支
援 
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●
支
部
別
就
職
支
援
行
事
の
開
催 

 

名
古
屋
支
部
、
大
阪
支
部
を
中
心
に
各 

支
部
で
そ
の
地
域
で
活
動
す
る
Ｏ
Ｂ
が
学

生
に
地
域
な
ら
で
は
の
情
報
を
伝
え
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま 

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
開
催
が
中
止
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
今
後
は
復
活
し
て
い

た
だ
け
る
見
込
で
す
。 

 

こ
れ
ら
以
外
に
も
学
生
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪

問
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
で
卒
業
生
の
方
々

の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

本
学
の
卒
業
生
は
、
前
身
の
旧
制
彦
根

高
等
商
業
学
校
時
代
か
ら
の
約
１
０
０
年

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
金
融
・
保
険
・
商

業
・
製
造
業
・
Ｉ
Ｔ
業
界
等
全
国
的
規
模

で
経
済
界
に
進
出
し
活
躍
し
て
い
ま
す

が
、
官
公
庁
・
教
育
界
・
学
界
へ
も
進
出

し
て
い
ま
す
。  

         

  

令
和
４
年
度
就
職
状
況
に
つ
い
て 

 

教
育
・
学
生
支
援
機
構 

特
命
教
授 

 
 
 
 
 
 
 

入 

江 
 

直 

樹 

 

令
和
４
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
応
に
落
ち
着

き
が
見
ら
れ
、
企
業
側
が
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
を
上
手
く
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
効
率
的
に
採
用
を
進
め
よ
う
と
い
う
姿

勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
説
明
会
、
書
類
の

提
出
、
試
験
、
面
接
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の

プ
ロ
セ
ス
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
、

終
面
接
の
み
を
対
面
で
実
施
す
る
、
と
い

う
形
が
一
般
的
と
な
り
ま
し
た
。 

 

学
生
が
提
出
を
求
め
ら
れ
る
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
へ
の
記
載
内
容
に
も
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
学
生
は
課
外
活

動
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
中
心
に
展
開
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ら
の
活

動
が
で
き
な
い
中
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
大

学
講
義
が
学
生
生
活
の
主
軸
と
な
り
ま
し

た
。
学
生
時
代
に
力
を
い
れ
た
こ
と
は
勉

強
、
と
堂
々
と
書
け
る
か
ど
う
か
、
こ
こ

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
コ
ツ
コ
ツ
学
び
続
け

て
い
た
学
生
に
と
っ
て
は
、
そ
の
成
果
を

し
っ
か
り
と
評
価
し
て
も
ら
え
た
、
そ
ん

な
流
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

  

 

●
経
済
学
部
生
の
活
動 

 

業
界
の
選
び
方
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
金
融
業
、
製
造
業
に
代

わ
り
情
報
Ｉ
Ｔ
業
が
業
界
別
進
路
の
筆
頭

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
業
界
で
は
こ
れ
ま

で
労
働
環
境
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、

近
で
は
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
企

業
が
多
く
な
り
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境

が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
求
人
数
も
飛
躍

的
に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
更
に
多
く

の
学
生
が
こ
れ
ら
の
業
界
に
進
路
を
取
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
地
元
に
戻
っ

て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
も
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
地
元

の
地
方
銀
行
、
信
用
金
庫
な
ど
の
金
融
機

関
、
も
し
く
は
地
元
製
造
業
に
進
路
を
取

る
者
も
増
加
傾
向
で
す
。 

●
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
生
の
活
動 

 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
生
に
対
す
る

求
人
は
デ
ー
タ
分
析
専
門
企
業
、
製
造

業
、
情
報
Ｉ
Ｔ
業
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
業
な

ど
様
々
な
業
界
か
ら
様
々
な
職
種
で
頂
い

て
い
ま
す
。
学
生
も
技
術
系
専
門
職
を
目

指
す
者
、
技
術
系
総
合
職
を
目
指
す
者
、

事
務
系
総
合
職
を
目
指
す
者
と
多
種
多
様

で
す
。
こ
れ
ら
を
上
手
く
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
の
が
大
学
の
役
目
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
企
業
か
ら
選
考
さ
れ
る
、
と
い
う
受

け
身
で
は
な
く
、
企
業
と
学
生
と
が
マ
ッ

チ
ン
グ
で
き
る
か
、
と
い
う
の
が
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
生
の
就
職
活
動
の
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に 

 

人
と
人
が
関
わ
れ
な
い
、
関
わ
り
に
く

い
、
と
い
う
時
代
か
ら
適
度
な
距
離
感
で

関
わ
る
時
代
、
様
々
な
情
報
ツ
ー
ル
を
効

果
的
に
利
用
し
て
い
く
時
代
に
変
わ
り
つ

つ
あ
る
中
で
、
学
生
が
い
か
に
自
分
ら
し

く
働
け
る
か
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
そ
ん
な
課
題
を
持
ち
な
が

ら
自
ら
の
進
路
を
決
定
す
る
流
れ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
と
同
じ
、
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
り
出
す
た
め

に
独
自
の
働
き
方
を
得
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
学
生
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
厚

情
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

          

就

職

状

況 
 
 

就職活動ガイダンスの様子 
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〇就職先内訳（産業別・業種別）  
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「
滋
賀
大
学
経
済
学
部
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
後
援
会
資
格
取
得
等
報
奨
制

度
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
勉
学

等
で
顕
著
な
功
績
を
残
し
た
個
人
、
若
し

く
は
団
体
を
報
奨
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

生
諸
君
の
日
頃
の
勉
学
等
を
支
援
し
、
資

質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
26
年
度
か
ら
開
始
し
た
制
度
で
す
。 

 

下
表
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
サ
ポ
ー
ト

対
象
基
準
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

功
績
を
称
え
報
奨
金
を
給
付
す
る
も
の

で
、
報
奨
さ
れ
た
学
生
か
ら
は
「
更
な
る

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
資
金
と
し
た

い
。
」
等
と
の
頼
も
し
い
発
言
も
あ
り
、

今
後
も
、
多
く
の
学
生
諸
君
か
ら
の
応
募

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

学
生
諸
君
に
は
、
別
途
、
学
内
に
お
い

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ぜ
ひ
本
制

度
を
お
子
様
に
お
伝
え
い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
。 

 

 

今
後
も
、
よ
り
良
き
制
度
に
改
善
し
て

行
き
た
く
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ 

 
 

 

ン
ス
学
部
共
通
事
務
部
総
務
・
企
画
係 

 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
４
９
ー
２
７
ー
１
０
３
０ 

後
援
会
資
格
取
得
等
報
奨

制
度
に
つ
い
て

滋賀大学経済学部・データサイエンス学部後援会資格取得等報奨制度 

１．趣旨 
  この制度は、スポーツ・文化活動、勉学等で顕著な功績を残した個人、若しくは団体を報奨することに 
  より、学生の日頃の勉学等を支援し、資質の向上に資することを目的とする。 
２．ガイドライン 
  滋賀大学経済学部・データサイエンス学部後援会資格取得等報奨制度の運用にあたり、次のとおりガイド 
  ラインを定める。なお、報奨額については、年度毎の申請者総数に基づき、ガイドラインに示す額を上限 

 とし予算の範囲内において決定する。  
 
                         
注） 
①このガイドラインは、平成２６年４月
１日から実施する。 
②「資格試験・認定試験」については、
同一基準での申請は、学部及び大学院在
籍期間中を通じ、１回限りとする。ただ
し、税理士試験については、基準①、②
のいずれか１回限りとする。 
③「語学試験」については、同一言語で
の申請は、学部及び大学院在籍期間中を
通じ、１回限りとする。また、試験言語
を、母語とする者は申請できない。 
④編入学試験で学部に入学した者及び外
国人留学生が、語学試験で申請する場合
は、事前に問い合わせることとする。 
⑤「本学交換留学制度に基づく海外留
学」については、平成３１年４月１日以
降出発の陵水会「グローバルリーダー育
成」陵水奨学金受給者、滋賀大学経済学
部学術後援基金助成金受給者及び（独）
日本学生支援機構の海外留学支援制度
（協定派遣）奨学金受給者で受給期間が
３月を超える者は申請できない。 
⑥「その他」の資格申請（第２次試験合
格をもって資格取得となる中小企業診断
士等）の基準については、２次レベル試
験合格者とし、報奨額は５０，０００円
とする。 
⑦対象者は、経済学部、データサイエン
ス学部及び経済学研究科、データサイエ
ンス研究科の正規の課程に在籍する学生
で（休学中を含む。）在籍期間中に、後
援会が定める基準を満たした者とする。
ただし、入学年度の９月末日（秋学期入
学の場合は、入学年度の１２月末日）ま
でに後援会費を未納の場合は対象としな
い。 
⑧報奨額については、経済学部・データ
サイエンス学部後援会役員会の議を経て
調整することができる。 
⑨本ガイドラインの改廃は、経済学部・
データサイエンス学部後援会役員会の議
を経て決定する。 

1

                           

分
類 

サポート対象事項 基準 

報奨額 

単位：円

（上限） 

資
格
・
認
定
試
験 

１.日商簿記検定試験 「１級」合格者 70,000 

２.税理士試験 

（申請は、基準①、②のいずれか１回に

限る。） 

①会計学に属する科目の中から、いずれか１科目

合格者 
30,000 

２科目同時合格者 50,000 

②税法に属する科目の中から、いずれか１科目合

格者 
40,000 

３.公認会計士試験 
「短答式試験」合格者 50,000 

「論文式試験」合格者 100,000 

４.証券アナリスト試験 
「第１次レベル試験」合格者 30,000 

「第２次レベル試験」合格者 40,000 

５.データベーススペシャリスト試験 合格者 50,000 

６.品質管理検定 「１級」合格者 50,000 

７.統計検定 

「１級」の「統計数理」、「統計応用」いずれか１

科目合格者 
50,000 

「１級」２科目目合格者 20,000 

「準１級」合格者 30,000 

語
学
試
験 

８.TOEIC 公開テスト（原則として編入学

試験での入学者・外国人留学生は除く。） 

８００点以上 30,000 

９００点以上 50,000 

９．英語以外の外国語検定試験 

（右記の各検定試験を対象とする。） 

ドイツ語技能検定 ２級以上 30,000 

実用フランス語技能検定 ２級以上 30,000 

中国語検定 ２級以上 30,000 

漢語水平考試（HSK）５級以上 30,000 

スペイン語技能検定 ２級以上 30,000 

スペイン語検定（DELE）B１以上 30,000 

韓国語能力試験（TOPIK）４級以上 30,000 

ハングル能力検定試験 準２級以上 30,000 

韓国語能力評価試験（KLAT）４級以上 30,000 

ロシア語能力検定試験 ２級以上 30,000 

ロシア語検定試験（ТРКИ）第１レベル以上 30,000 

留
学 

10．本学交換留学制度に基づく海外留学 

（平成 31 年 4 月 1 日以降出発の陵水会

「グローバルリーダー育成」陵水奨学金

受給者は除く。） 

アジア圏 40,000 

その他 80,000 

そ
の
他 

11.スポーツ・文化活動、勉学等で顕著な

功績を残した個人、若しくは団体、又は

上記 1～9 に相当すると思われる事項 

申請に基づき、後援会役員会で審査のうえ、決定する。 
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収  ⼊ （単位：円）
科   ⽬ 予 算 額

前年度繰越額 16,610,039
会費（学部⽣） 13,265,250
会費（⼤学院⽣・前期） 661,250
会費（⼤学院⽣・後期） 172,500
利息 219

収⼊合計 30,709,258
⽀  出 （単位：円）

科   ⽬ 予 算 額 ⽀ 出 額 過不⾜額 備      考
①厚⽣体育費補助 2,960,000 2,827,662 132,338 課外活動等補助
②⽂化活動費補助 1,320,000 1,265,547 54,453 滋⼤祭、課外活動等補助
③学⽣研究調査費補助 70,000 60,000 10,000 学⽣懸賞論⽂副賞
④学務関係補助 3,500,000 658,796 2,841,204 TOEIC-IP受験補助、成績送付経費等
⑤就職補助費 900,000 900,000 0 合同企業説明会等参加経費補助
⑥団体分担⾦ 240,000 33,925 206,075 会費、学会開催経費等補助
⑦研究所等補助 410,000 410,000 0 資料購⼊、運営費等補助
⑧⼊学式・卒業式等経費 200,000 214,881 △ 14,881 役員会経費、その他経費補助
⑨広報費 600,000 352,320 247,680 後援会だより印刷費、送料
⑩渉外費 350,000 313,831 36,169 学部事業補助、慶弔費等
⑪総務費 30,000 45,657 △ 15,657 通信費等
⑫外国⼈留学⽣後援会援助費 100,000 100,440 △ 440
⑬資格取得等報奨⾦ 1,850,000 1,850,000 0
⑭学部記念事業援助費積⽴ 100,000 100,000 0
⑮情報教育充実費 1,000,000 813,081 186,919 情報セキュリティ対策経費
⑯予備費 17,079,258 3,814,940 13,264,318 退会に伴う返⾦等

⽀出合計 30,709,258 13,761,080 16,948,178

10⼈×＠17,250

令和４年度 経済学部・データサイエンス学部後援会 収⽀報告

新⼊⽣57⼈×＠11,500 1年制新⼊⽣1⼈×＠ 5,750

備            考

新⼊⽣563⼈×＠23,000 編⼊⽣26⼈×＠11,500 再⼊学1⼈×＠17,250

収  ⼊ （単位：円） ⽀出 （単位：円）
科    ⽬ 予 算 額 備   考 科    ⽬ 予 算 額 備   考

前年度繰越額 190,301 図書購⼊費等 607,291
会費（学部⽣） 576,750
会費（⼤学院⽣・前期） 28,750
会費（⼤学院⽣・後期） 7,500
利息 3 次年度繰越⾦ 196,013

収⼊合計 803,304 ⽀出合計 803,304

収  ⼊ （単位：円） ⽀出 （単位：円）
科    ⽬ 予 算 額 備   考 科    ⽬ 予 算 額 備   考

前年度繰越額 1,281,366 ゴルフ実習費等 284,746
会費（学部⽣） 576,750 スキー実習経費等 331,420
会費（⼤学院⽣・前期） 28,750
会費（⼤学院⽣・後期） 7,500
利息 13 次年度繰越⾦ 1,278,213

収⼊合計 1,894,379 ⽀出合計 1,894,379

収  ⼊ （単位：円） ⽀出 （単位：円）
科    ⽬ 予 算 額 備   考 科    ⽬ 予 算 額 備   考

前年度繰越額 2,489,701 ⽀出額 2,512,560
資格取得等報奨⾦ 会費 1,850,000
利息 22 次年度繰越⾦ 1,827,163

収⼊合計 4,339,723 ⽀出合計 4,339,723

令和４年度 資格取得等報奨⾦予算

令和４年度 図書充実費予算

令和４年度 体育充実費予算
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編集後記 

後援会だよりは次のURLでもご覧頂けます。 
  https://www.econ.shiga-u.ac.jp/supporters.html 

記事の感想や要望、後援会や経済学部・ＤＳ学部        

に対する要望、ご意見等をお聞かせください。 

（送付先） 

 滋賀大学 

  経済学部・ＤＳ学部共通事務部総務・企画係  

     E-mail  ksyomu@biwako.shiga-u.ac.jp     

   FAX 0749-27-1132 

令和５年度 後援会役員名簿 

会長 村　木　雅　直 幹　事 近　井　はるみ 幹　事 中　川　さゆり

副会長 堀　部　千　夏 幹　事 森　野　陽　子 幹　事 西　尾　貞　司

副会長 土　井　忠　史 幹　事 山　川　友　美 幹　事 安　積　愛　子

監　事 田　中　伸　英 幹　事 高　松　真喜子

監　事 村　松　由　美 幹　事 坂　野　高　志

 本後援会の通常総会は、後援会規約第14条第１項において、毎年入学式当日に開催することに

なっておりますが、昨今の社会情勢に鑑み、昨年度に引き続き、今年度も中止せざるを得ません

でした。この場をお借りして、改めてお詫び申し上げます。 

また、本紙13、14ページ記載の「令和4年度決算、令和5年度予算案及び令和5年度役員」につきましては、同規約第13条第

１項において総会でご審議頂くべきところですが、同規約第14条第3項において「通常総会が開催できないときは、役員会の

開催をもって代えることができる」ことから、令和5年5月13日に開催された役員会承認とさせていただいた旨、ご報告申し上

げます。新体制で後援会を益々盛り上げていく所存でおりますので、皆様、一年間どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 なお、内容に関するご意見・ご質問等につきましては、以下にお問い合わせください。 

【お問い合わせ】滋賀大学 経済学部・データサイエンス学部共通事務部 総務・企画係 TEL  0749-27-1030 

後援会総会  

収  ⼊ （単位：円）

科   ⽬ 予 算 額
前年度繰越額 21,311,530
会費（学部⽣） 14,425,000
会費（⼤学院⽣・前期） 687,500
会費（⼤学院⽣・後期） 112,500
利息（⾒込） 170

収⼊合計 36,536,700
⽀  出 （単位：円）

科   ⽬ 予 算 額
①厚⽣体育費補助 3,120,000
②⽂化活動費補助 1,480,000
③学務関係補助 2,500,000
④図書充実費 800,000
⑤体育充実費 800,000
⑥就職補助費 1,800,000
⑦団体分担⾦ 240,000
⑧研究所等補助 480,000
⑨⼊学式・卒業式等経費 270,000
⑩広報費 600,000
⑪渉外費 350,000
⑫総務費 60,000
⑬資格取得等報奨⾦ 3,000,000
⑭情報教育充実費 1,000,000
⑮外国⼈留学⽣援助費 100,440
⑯繰越⾦活⽤事業 5,000,000
⑰学部記念事業援助費積⽴ 1,000,000
⑱会議準備費積⽴ 100,000
⑲予備費 13,836,260

⽀出合計 36,536,700

資料購⼊、運営費等補助

開学祭、滋⼤祭、課外活動等補助
学務関係諸経費補助、成績送付経費等

SPI対策講座補助、就活関連図書購⼊費
会費、学会開催経費等補助

備            考
近国体運営費、⼤会出場者交通費、課外活動等補助

備            考
（注）
新⼊⽣564⼈×＠25,000 編⼊⽣ 26⼈×＠12,500
新⼊⽣ 54⼈×＠12,500 1年制・5年⼀貫 各 1⼈×＠  6,250
6⼈×＠18,750

令和５年度 経済学部・データサイエンス学部後援会予算

退会に伴う返⾦等

後援会だより印刷費、送料
学部事業補助、慶弔費等
通信費等

外国⼈留学⽣援助⾦

資格取得等報奨⾦事業

彦根⾼商創⽴百周年記念事業等
繰越⾦活⽤事業

図書購⼊費
ゴルフ実習、スキー実習経費

学⽣⽤セキュリティソフト等

⼊学式、総会経費、卒業式経費補助
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